
（様式３）個別箇所評価シート 部 課

□ ■ □

■ □ □

■ □

■ □

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

□ ■ □

□ □ ■

■ □ □

□ ■ □

□ ■ □

■ □ □ □ □

１項目配慮２項目以上配慮

ランク
評　　　　　　価

400,000

200,000

H22年度

100,000

H23年度以降残

25,000

12,500

Ａ
人家等への災害が
予想

農地への災害が予
想

特記事項
施設の管理は千ヶ滝湯川土地改良区が実施している。今後、維持管理の効率化が十分に図られるよう、その意見を反映した整備を
実施する。

費用対効果（B/C)

80Ａ 80

５年以内 ６年以上１０年未満

Ａ
千ヶ滝湯川用水は昭和33年度から昭和45年度に整備された用水路である。建設後、約40年以上を経過し、老朽化により施設の傷み
も進んできたため、基幹水利施設ストックマネジメント事業（ソフト）により機能診断と機能保全計画の策定を行った。その結果に基づ
き施設の補修、改修を実施する。
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事業費計（千円）
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Ｈ１９年９月・１０月、Ｈ２０年３月、Ｈ２２年２月、Ｈ２２年９月に改良区役員及び市町村対象に事業説明を実施し、事業推進について
合意を図ってきた。今後、地域住民等にも説明会等により、事業に対する認識と理解を深めていきたい。
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項目

他事業・プロジェクト
との関連

施設を管理している千ヶ滝湯川土地改良区から施設の劣化についてH18年10月に相談を受ける。協議の中で基幹水利施設ストック
マネジメント事業で機能診断を行うことを改良区が承諾した。H21年度に機能診断調査を実施し、その結果を受け、老朽化・劣化の
進んでいる区間の改修について改良区・市町村から本事業の実施について事業申請となった。
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を計画策定に反映
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設計上の環境配慮項目

年　　度

H23年度実施内容 　用水路工　L=44m

計　画　概　要
（延長・幅員・面積・工種など）

　用水路工　L=3,813ｍ
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政策評価課
意　　　　　見

隧道、水路橋を含む基幹水利施設の老朽化が進んでおり、必要性、重
要性が高い。既存施設の補修対策により、効率的な更新整備を行う。

必要性、重要性が認められる。

地域の合意形成
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付近には別荘等も点在するため、工事施工時には騒音や振動を最小限にするよう心がける。また温水路には、その景観を楽しみに
訪れる人があるため、周囲の景観と調和する工作物となるよう心がける。施工時には樹木の伐採が最小限となるよう配慮する。
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住民意見は反映し
ていない
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